
市政だより

【今月の内容】
■東日本大震災 支援活動の取り組み
■市メール配信サービスが充実！
■金山地域４小学校の統合は見送りへ
■下呂市消防団入・退団式
■下呂市からのお知らせ

新しい生活にわくわく　新一年生
４月７日、２８７人が小学生に仲間入り。ピカピカのランドセルと笑顔が輝いていました。
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■義援金の取り組み
○ 3月 14 日から義援金の受付を開始。多くの市民や会社、各種団体など
　から義援金が寄せられています。引き続きご協力をお願いします。
○ 3月 25 日　下呂市として義援金 1千万円を全国市長会を通じて送りま
　した。

■被災地への職員派遣
【市消防本部】 
県の緊急消防援助隊の派遣要請を受け、市消防本部から車両 1台と隊員が
福島県郡山市へ出動しました。
3月 11 ～ 14 日 第１次緊急消防援助隊（5人）
　　13 ～ 18 日 第２次緊急消防援助隊（5人）
　　16 ～ 20 日 第３次緊急消防援助隊（5人） 
　　19 ～ 22 日 第４次緊急消防援助隊（5人）
【市立金山病院】
3 月 23 日～ 27 日　宮城県亘理町へ医師と事務員の 2人を岐阜県医療救護
班として派遣しました。
【健康医療部】
4月 15日～ 20日　県の要請を受け岩手県陸前高田市へ保健師1人を派遣。
被災者健康相談、健康チェックなどにあたりました。6月にも保健師 1人
を派遣します。今後も関係機関の要請に応じて、短期・長期に必要な職員
の派遣に応じていきます。

■避難者の受入
被災者に、所有している公営住宅、教員住宅を無償で提供し被災者への生
活支援を行っています。親戚や知人などに被災された方がいた場合はご相
談ください。
建築課　電話５２-２０００

■救援ボランティアの受付
下呂市社会福祉協議会（電話５２-４８８４）では、災害ボランティアの
登録の受付を行っています。

■支援物資の提供（１）
3 月 14 日　保存食 1,000 食分を高山市内の NPO へ提供し、被災地・南三
陸町へ届けました。 

○ 3 月 18 日 中止となった「ひだ金山清流マラソン」で、参加者に配られ
　るよう準備していた次の物資を航空自衛隊岐阜基地から岩手県に送りま
　した。
提供物資：飲料水：41 箱（2リットル× 6本入）、スポーツドリンク：22 箱、
スポーツタオル 430 枚
○ 3月 21 日 市が持つ非常用主食（アルファ米）5,000 食分を提供しました。
　航空自衛隊岐阜基地から宮城

被
災
を
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

被
災
地
支
援
活
動
に

　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

■支援物資の提供（２）
岐阜県と連携しながら飛騨首長連合（高山
市・飛騨市・下呂市・白川村）での取り組
みとして、市社会福祉協議会とともに、市
民の皆さんに救援物資の提供を呼びかけ 3
月 24 日 から 26 日までの 3 日間受け付け
ました。
支援物資を提供した人は 1425 人、搬入の
お手伝いをいただいた人は 446 人です。
支援物資：カップ麺、インスタント麺、使
いすてカイロ、 タオルケット、バスタオル、
タオル、ウｪットティｯシュ、固形石けん、
子どもおむつ、生理用品、おしりふき　
支援物資は 430 箱にまとめられ、岩手県に
送られました。



皆さんのご登録をお待ちしています
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下呂市メール配信サービスが充実 !
下呂市では、登録者の携帯電話やパソコンに電子メールで希望された情報をお届けする

「メール配信サービス」を実施しています。
４月（一部５月）から配信情報がさらに充実しました。ぜひご活用ください。
★下記のメニューの中からご希望の配信情報をお選びいただけます★

★下呂市ニュース★
生活の中で話題にできる市政の情報を
配信します。（市政の動き、統計情報、

選挙結果など）

★気象・地震情報★
気象庁の発表する警報情報や
市内で震度１以上を観測する
地震情報を配信します。

★生活安心メール★
防災・防犯情報など安心して暮
らすために必要な情報を配信し
ます（火災の発生、クマの出没

注意情報なども配信）

★子育て応援メール★
小学生までのお子さんを持つ保護者の
方を対象に催し情報や金山病院小児科情報

など子育てに役立つ情報を
配信します。★下呂交流会館★

下呂交流会館の催し、
チケット発売情報を

配信します。

★まめなかな★
ケーブルテレビの「週刊ま
めなかな」番組情報を配信

します。

★献血メール★
移動献血車「ともしび号」の
巡回日程を配信します。

新規
メニュー

新規
メニュー

新規
メニュー

内容
充実！



　

下
呂
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
金
山
地
域
の
４
小
学
校
の

統
合
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
の
統
合
に
は
無
理
が
あ

る
と
判
断
し
、
統
合
を
見
送
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
安
全
性
に
問
題
の
あ
る
校
舎
や

屋
内
運
動
場
は
、
早
期
に
耐
震
補

強
工
事
を
進
め
て
い
く
考
え
で

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
に
学
校
教
育
施

設
整
備
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受

け
て
、
教
育
委
員
会
で
は
、
25
年

４
月
に
金
山
地
域
の
菅
田
、
東
第

一
、
下
原
、
金
山
の
４
つ
の
小
学

校
の
対
等
統
合
を
提
案
。
昨
年
５

月
か
ら
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
40
回
を
超
え
る
説
明
会
等
を
開

き
、ご
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
終
的
な
判
断
を
行
う

た
め
、
今
年
３
月
に
小
学
校
や

保
育
園
、
未
就
園
児
の
保
護
者

６
８
９
人
に
﹁
統
合
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
校
区
別
で
は
下
原

小
学
校
区
と
東
第
一
小
学
校
区

で
、
学
校
統
合
に
賛
成
す
る
意
見

が
半
数
を
超
え
ま
し
た
が
、
菅
田

小
学
校
区
で
は
反
対
す
る
意
見
が

53
％
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
別

で
は
、
小
学
校
の
保
護
者
で
、
統

合
に
反
対
す
る
意
見
が
多
く
、
菅

田
小
学
校
・
下
原
小
学
校
の
保
護

者
で
は
、
反
対
意
見
が
半
数
を
超

え
、
東
第
一
小
学
校
の
保
護
者
で

は
賛
成
・
反
対
の
意
見
が
拮
抗
し

て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
重
く
受
け
止

め
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
実
質
的

に
学
校
統
合
を
進
め
る
﹁
統
合
委

員
会
﹂
を
組
織
し
て
も
、
順
調
に

協
議
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
判
断
。
皆
さ
ん
か
ら
﹁
統
合

し
て
よ
か
っ
た
﹂
と
言
っ
て
も
ら

え
る
学
校
統
合
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
、
現
時
点
で
の
学
校

統
合
は
見
送
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

学
校
教
育
施
設
の
整
備
～
金
山
地
域
～

■地域説明会を開催します…菅田地域：５月12日 (木 )、東地域：17日 (火 )、金山・下原地域19日 (木 )
学校・保育園の保護者の皆様には、この教育委員会の考え方を４月に説明させていただきました。地域の皆様には上記の
日程で説明会を開催します。詳細は別途回覧でお伝えしますのでよろしくお願いします。【下呂市教育委員会教育総務課】
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保護者アンケートの結果



◉
退
団
者
（
73
人
）

○
分
団
長

【
萩
原
】
齋
藤
進
【
下
呂
】
中
川

勇
【
金
山
】
田
口
康
則
、神
戸
肇
、

佐
藤
文
彦

○
副
分
団
長

【
萩
原
】
中
田
勝
巳
、
尾
里
茂
、

浅
野
育
也
、
竹
田
太
、
青
木
俊
雅

【
下
呂
】
裁
規
人
、
鎌
倉
義
和

○
部
長	

【
萩
原
】田
中
慎
太
郎
、日
下
部
寿
、

齊
藤
誠
、
金
子
師
樹
、
小
池
憲
治
、

今
井
健
人
、
内
木
清
彦
、
千
田
純

弘
【
小
坂
】
田
添
誠
、細
江
正
彦
、

清
原
哲
也
、
川
井
省
吾
【
下
呂
】

今
井
敏
文
、
今
井
一
雅
、
今
井
陽

之
樹
、
河
合
友
和
、
二
村
和
男
、

立
道
洋
臣
、
進
藤
康
高
、
細
江
泰

昭
、
藤
井
秀
一
【
金
山
】
中
島
真

一
郎
、
澤
田
哲
也
、
池
戸
満
【
馬

瀬
】
村
山
義
博

○
班
長	

【
萩
原
】
林
孝
則
、
熊
﨑
速
人
、

奥
田
和
史
【
小
坂
】
奥
田
信
久
、

中
島
公
明
、
二
村
茂
樹
、
桂
木
徹

【
下
呂
】
田
中
敦
、
細
江
美
雅
、

細
江
貴
也
、
安
江
昌
紀
、
栃
井
政

文
【
金
山
】
中
島
良
平

○
団
員	

【
萩
原
】
木
村
直
樹
、
伊
藤
栄
治
、

奥
田
和
広
、
清
原
憲
、
日
下
部
友

也
、
富
永
岳
倫
【
小
坂
】
奥
村
洋

二
、
坂
上
芳
朗
、
中
谷
彰
宏
【
下

呂
】
二
村
康
彦
、
田
口
拓
秀
、
小

林
純
也
、
丹
羽
正
太
【
金
山
】
中

島
恵
、
加
藤
悦
子
、
池
戸
喜
志
恵
、

細
田
健
太
、
森
本
亮
、
加
藤
正
也
、

中
島
裕
作
【
馬
瀬
】
中
田
貴
之

○
災
害
支
援

【
萩
原
】
細
江
泰
【
小
坂
】
二
村

永
一

　

平
成
23
年
度
下
呂
市
消
防
団
入
退
団
式
が
、
４
月
３
日
、

下
呂
交
流
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
福
澤
辰
之
団
長
か
ら
階
級
昇
格
者
や
新
入
団
員

の
代
表
者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
分
団
長
以

上
の
退
団
者
に
野
村
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
団
者
、
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

下
呂
市
消
防
団
入
・
退
団
式

団長から団員辞令を受け取る新入団員代表入・退団式に集まった幹部や新入団員
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地
域
防
災
を
担
っ
て
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◉
入
団
者
（
58
人
）

○
団
員

【
萩
原
】
熊
崎
直
也
、
小
林
弘
幸
、

林
翔
平
、
伊
藤
崇
文
、
田
中
雅
也
、

松
下
峻
、
古
田
裕
和
、
松
井
研
盛
、

中
澤
純
人
、
市
原
優
一
、
桂
川
祐

輝
、
斉
藤
司
、
熊
崎
勇
人
、
二
村

彰
、
田
中
友
喜
、
金
子
真
一
郎
、

大
前
洋
介
、
今
井
俊
喬
、
大
前
和

樹
、
加
藤
貴
久
、
奥
田
智
貴
、
日

下
部
充
彦
【
小
坂
】
三
木
朋
哉
、

山
下
和
也
、
中
田
光
、
古
谷
卓
大
、

大
石
洸
太
、
黒
木
良
幸
【
下
呂
】

青
木
秀
爾
、
青
木
駿 

、
今
井
理

希
也 

、
鎌
倉
徳
明 

、
青
木
康
弘
、

田
口
優
太
、
青
柿
卓
生
、
小
澤
明

日
希
、
今
井
雅
大
、
前
野
秀
友
、

中
島
千
尋
、
和
合
拓
也
【
金
山
】

亀
山
直
美
、
長
尾
宏
紀
、
中
島
将

文
、
矢
島
祐
吾
、
長
谷
部
光
洋
、

星
谷
和
生
、
遠
藤
光
信
、
福
井
裕

介
、
竹
腰
充
、
星
屋
博
隆
、
波
多

野
陽
太
、
山
田
章
喜
、
只
腰
剛
大
、

松
井
勝
二
、
松
原
祐
太
、
兵
藤
久

勝
【
馬
瀬
】
中
川
智
将

○
災
害
支
援
団
員

【
萩
原
】
内
木
和
宏

心を一つに　安心安全な街をつくろう

入・退団式に集まった幹部や新入団員

　

３
月
末
付
け
で
73
名
の
方

が
退
団
を
さ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
に
と
っ
て
経
験
者
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
、
厳
し
い

状
態
で
す
が
、
新
た
に
58
名

の
新
入
団
員
を
迎
え
23
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
入
団
員
の
皆
さ
ん
に
は

先
輩
方
の
指
導
等
を
仰
ぎ
な

が
ら
一
刻
も
早
く
消
防
団
員

と
し
て
活
躍
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昇

格
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
責
任
を
も
っ

て
任
務
を
遂
行
し
て
く
だ
さ

い
。

　

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

は
、
地
元
住
民
の
安
心
安
全

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
十
分
生
か
し
、
遠
慮
な

く
ご
意
見
を
言
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に

は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま

す
。
我
々
消
防
団
も
地
道
に

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

は
、
地
域
の
防
災
、
特
に
阿

寺
断
層
を
抱
え
た
下
呂
市

は
、
以
前
か
ら
地
震
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
想
定
外
の

地
震
、
洪
水
が
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

心
を
一
つ
に
し
て
防
災
の

こ
と
を
考
え
、
訓
練
に
励
ん

で
、
安
心
安
全
な
街
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

下呂市消防団長
福澤辰之



　家庭での地球温暖化防止策を推進するため、市で
は費用の一部を補助しています。
◎太陽光発電システム
　補助対象…太陽光エネルギーを活用した住宅用太
　　　　　　陽光発電システム
　補助額…太陽電池最大出力数１ｋｗあたり３万円
　　　　　（上限１２万円）
◎太陽熱利用システム
　補助対象…集熱及び貯湯機能を有する住宅用太陽
　　　　　　熱利用システム
　補助額…設置費用の３分の１（上限５万円）
　　　　　※エコキュートは対象外
◎電気式生ごみ処理機
　補助対象…下呂市内の販売店で購入した電気式生
　　　　　　ごみ処理機
　補助額…購入価格の２分の１（上限２万円）
【交付条件】　市内に住所を有し、市税等を滞納して
いない方。太陽光・熱利用システムについては、自
ら居住するための住宅に設置する方またはシステム
付きの住宅を購入する方。
※事業所への設置は対象外、太陽光・熱利用システ
ムは着工１５日前までに申請。生ごみ処理機は下呂
市合併以降、世帯につき１台まで
◇問合せ先／環境部環境課　☎ 26-5011

　男女共同参画社会基本法が制定されてから今年で
１２年目を迎えました。
　市では平成１７年３月に「下呂市男女共同参画プ
ラン」を、平成２２年３月には第２次プランを策定
し、市民の皆さんが、それぞれの個性と能力を十分
に発揮して自分らしく生きられる社会「あったか下
呂市」をめざし、様々な事業を展開しています。
　委員の皆さんは、このプランの施策、事業に対し
評価・提言を行っていただくなど、男女共同参画社
会の推進に協力いただきます。任期は４月１日から
平成２５年３月３１日までです。
　　　　　　　　　　　　【経営管理部総合政策課】
◇委員の皆さん（敬称略）
会　長▷青木幸美（萩原町尾崎）
副会長▷細江大嗣（幸田）
尾﨑良弘（金山町東沓部）河瀬秀昭（萩原町萩原）
島恵美子（萩原町野上）中谷敬子（小坂町大島）北
條達也（萩原町跡津）皆越真佐代（小坂町湯屋）向
野優子（小川）

　国の「電源立地地域対策交付金」は、電源立地地域の活性化と発電用施設の運転の円滑化などを図
るため、発電所などがある市町村へ公共施設の整備や住民福祉の向上のための事業に対して交付され
ます。
　平成 22年度に交付金を受け実施した事業と事業費をお知らせします。　　　【経営管理部財政課】
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お 知 ら せ
太陽光・熱利用システムの設置や生ごみ
処理機の購入には補助があります。

下呂市男女共同参画推進懇話会委員を委嘱

平
成
22
年
度 

電
源
立
地
地
域
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　

交
付
金
事
業
報
告

事業費総額８，７１８万円　　交付総額７，３１０万円

地域　　　　　　　事　業　名　　　　　　　　　　事業費（交付金充当額）
萩原 市道カジヤ線区画線設置工事 　　　　　　　１６８万円（１４０万円）
下呂 下呂温泉散策路舗装修繕工事　 　　３，９２７万円（３，５４０万円）
金山 市道中宮前洞線側溝修繕工事 　　　　　 １，８９７万円（１，６８０万円）
 福来沖田用水路改修工事 　　　　　　　５４８万円（３５０万円）
 菅田月本用水路改修工事 　　　　　　　２０８万円（１２０万円）
 金山第４分団第１部消防詰所新築工事　 １，２０９万円（９２０万円）
馬瀬 馬瀬第１分団消防機庫新築工事 　　  　７６１万円（５６０万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（千円以下を四捨五入・カッコ内は交付金充当額）



　母子家庭のお母さんを対象に、就業を支援するた
めの講習会を開催します。
◆講習種目▷ホームヘルパー２級講習
　　　　　　医療事務講習
◆受講料▷無料（ただし教材費は本人負担です）
◆申込期間▷５月２日～５月１８日
◆申込方法▷電話でお申込みください。面接を経て
　　　　　　受講者を決定します。
◆面接▷６月２４日　１０時～１６時
　　　　飛騨総合庁舎（高山市）
◇問合先／福祉部児童福祉課　☎ 52-3936

◆申請者▷株式会社マテリアル東海 代表取締役今井哲夫
◆施設の設置場所▷下呂市三原字ヒダニヒラ５４８番３ 外３筆
◆施設の種類▷産業廃棄物の焼却施設
◆縦覧の期間▷５月２日～６月２日
◆縦覧の場所▷岐阜県環境生活部廃棄物対策課（県
庁）、岐阜県飛騨振興局下呂市駐在（下呂総合庁舎）、
下呂市役所総務部総務課
◆縦覧の時間▷９時３０分～１６時３０分（土日祝日を除く）
　当該産業廃棄物処理施設の変更に関し利害関係を
有する方は、岐阜県知事に対して生活環境の保全上
の見地からの意見書を提出することができます。
◆意見書の提出期間▷５月２日～６月１６日
◇問合先／岐阜県環境生活部廃棄物対策課
　　　　　☎ 058-272-1111　内線 2716 　海・航空自衛隊では、即戦力となる技術を持った

人材を採用するため、理工系だけでなく心理学関連
学部卒業者、看護師、電気主任技術者や気象予報士
など幅広く募集しています。
◆受付期間▷５月６日～２０日
◇問合先／自衛隊・岐阜地方協力本部　高山出張所
　　　　　☎（0577）32-3028

　概ね６５歳以下の男性を対象に、健康づくりに役
立てるための学習会、旬の食材を使った調理実習を
行います。健康づくりや料理に興味のある方はもち
ろん、今まで関心、経験のなかった方もこの機会に
ぜひご参加ください。
◆期間・時間▷６月から１１月（８月を除く）まで
　　　　　　　の計５回。９時３０分～１３時
◆会場▷萩原保健センター３階
◆募集人員▷２０人
◆参加料▷年間１, ０００円
◆申込期限▷５月２０日
◇申込先／健康医療部健康課　☎ 52-3936
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就業支援講習会受講者の募集産業廃棄物処理施設変更許可申請書及び
生活環境影響調査書の縦覧を行います

自衛隊技術幹部の募集

男性のための「食からの健康教室」受講者募集

献血にご協力ください
問合先／健康医療部健康課　☎52-3936

５月 31日▷馬瀬振興事務所 10：30～ 12：30
　　　　　▷市役所萩原庁舎 14：00 ～ 16：30
６月 1日　▷下呂市民会館９：00～ 11：30
　　　　　▷下呂看護専門学校 13：00～ 16：30
６月２日　▷金山振興事務所９：00～ 11：00
　　　　　▷佐橋工業（株）12：30～ 16：00
※平成 23年度の巡回予定は市ホームページでご覧いただけます。

南ひだ健康道場からのお知らせ ◎勅使川原郁恵さんによる講演会＆
　ノルディックウォーキング講習会
5月28日（土）
講演会▷午前 10 時～12 時
会　場▷皇樹の杜（参加無料）
ノルディックウォーキング講習会
　　　▷13 時～15 時 30 分　
会　場▷健康道場内散策路（参加費850円）
受　付▷健康道場大駐車場
問合先／四美の里ウォーキングイベ
ント実行委員会
飛騨川温泉しみずの湯
　　　　　　　　　☎ 56-4326
ＮＰＯ法人萩原スポーツクラブ
　　　　　　　　　☎ 52-1514

❶春の御嶽を眺めに行こう
5月14日（土）10 時～14 時
参加料▷一人500 円
定　員▷100人（要予約）
持ち物▷弁当・雨具・飲み物

❷あねかえしを作りましょう
5月14日（土）10 時～12 時
参加料▷一人600 円
定　員▷16人（要予約）
持ち物▷エプロン・三角巾
　

❸ルバーブジャムを作りましょう
5月29日（日）10 時～12 時
参加料▷一人600 円
定　員▷18人（要予約）
持ち物▷エプロン・三角巾・
　　　　汚れてもいい服装

❹茶摘み体験
5月29日（日）10 時～13 時
参加料▷一人800 円
定　員▷20人（要予約）
持ち物▷エプロン・三角巾

❶❷❸❹の問合先／南ひだ健康道場　☎ 55-0010

お
知
ら
せ
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5月の行事 6月の行事
 ４（土）

 ５（日）

11（土）

12（日）

18（土）

19（日）

25（土）

26（日）

佐々木承定×アトリエ展

人の命を考える　佐々木承定×アトリエ展

新・下呂ふるさと歴史記念館
４月から昔の技と英知が体験できる館に

体験「昔の遊び道具を作ろう」
博 物 館 講 座 受 付 中 ！ 受講のお申し込みはご来館か、もしくは上記の電話・ＦＡＸまで▶▶

体験 ｢縄文土器の作り方｣

講座・イベント

 青森生まれの美術教師・佐々木承定さんは中津川市加子母にアトリエを構え、創
作活動に熱意を注ぎました。途中、くも膜下出血を発病し倒れながらも復帰。創
作活動を再開しましたが、残念ながら平成 22年３月にら他界されました。下呂
温泉病院への通院が縁で、この度の特別展示を当館にて開催することになりまし
た。佐々木承定さんの作品から、故人の絵画への思いと命の力強さを考えます。

作った遊び道具は隣の縄文公園で実際に飛ばしてみます
　５月２８日（土）竹トンボの羽は45度に曲げるがコツ
　６月２５日（土）長距離に飛ぶ紙飛行機の秘訣は？
　７月２３日（土）牛乳パックでブーメランを作ろう！

日付

▲展示・イベントの詳細はお問い合わせください

現代の工具を一切使わない、原始の施文具を使ったミニチュ
ア縄文土器を作ります。講師が作り方を解説します。土器は
家庭用オーブンで焼成できます。　
　開講日：６月１１日（土）・７月１６日（土）

講師／岡戸孝明さん（金山市民会館公民館主事）　
対象／一般・子供　定員／10名　時間／10:30～ 12:00

講師／当館職員　材料費／500円
対象／一般・子供  定員／ 10名　時間10:00 ～ 12:00

　「博物館は暗く、冷たい印象がある・・」と感じていらっしゃる方、是非一度
当館に足をお運び下さい。４月から当館は「昔の技と英知が体験できる館」にな
りました。展示品のご観覧に加え、開館日に古代アクセサリー作り、縄文土製品
作り、ミニチュア縄文土器作りができる、日本でも有数の博物館になりました。
【縄文体験の受付】　開館日の９時30分～11時、13時～15時30分（体験有料）

会　期／５月２８日（土）～６月２６日（日）
休館日／月曜日　開館時間／９：００～１７：００（最終ご入場１６：３０）
観覧料／無料

講 座 １ 講 座 ２

 ７（土）

 ８（日）

14（土）

15（日）

21（土）

22（日）

28（土）

29（日）

下呂市博物館資料展 2011

佐々木承定×アトリエ展 「昔の遊び道具を作ろう」

2011.5.1

第４号

講 座・ イ ベ ン ト講 座・ イ ベ ン ト 展 示展 示 日付

「昔の遊び道具を作ろう」

N E W S

特 別 展 示

10:30 ～ 12:00 当館多目的室10:30 ～ 12:00 当館多目的室

「縄文土器の作り方」
10:00 ～ 12:00 当館多目的室



時 分 番組名

7
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へGO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

9
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へGO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

17
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組

18 0 サイエンスチャンネル

19
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報 

21
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組

22 0 サイエンスチャンネル

23
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎

HV

HV

HV

HV　はハイビジョン放送です

チャンネル下呂
３月の番組表

チャンネル下呂
５月の番組表

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV   

HV

HV

HV

HV

ケーブルテレビに関するお問い合わせは…
下呂ネットサービス ☎ 25-3336
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●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで、市内の話
題が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間おきに
１日９回放送します。

〈５月のコーナー〉
・こんにちは市役所です
　５/４～５/1７（下呂ふるさと歴史記念館からのお知らせ）
・楽農ひろば
　５/11 ～ 5/17（下呂市内の農業生産者の姿や市内でつくられて
                          いる農産物を紹介します。）

●下呂へGO！（毎月１日更新）
岐阜の宝物・小坂の滝めぐりに気軽に楽しめるハイキングメニュー
が登場！いち早く体験します。乗政
地区ではスイセンをレポートします。

★情報提供はこちらへ★
下呂ネットサービス  FAX   34-0701
ハガキ 金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp
 HP http://www.ccn-catv.co.jp/  
 geroch/　※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。

チャンネル下呂の番号
  ◆アナログ放送
　金 山 地 域…６
　その他地域…２  
  ◆地上デジタル放送
　市内全地域…12
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。

　

地
域
の
情
報
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

番
組
更
新
情
報
を
メ
ー
ル
で

　
　
　

受
け
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り
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か
！
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》

　

肝
炎
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な
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Ｓ
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を
出
し
ま
せ
ん
。「
体
が
だ
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い
」
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、
か
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重
症
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か
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ま
す
。
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に
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療
で
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ま
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肝
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す
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健
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」
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ま
す
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平
成
23
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度
に
無
料
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る
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は
、
今
年
度
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わ
っ
た
た
め
、
先
月
号
の
「
健
康
だ

よ
り
」
に
掲
載
し
た
内
容
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
）。
会
場
で
は
胃
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
血
液
検
査
で

判
断
し
ま
す
。
採
血
は
短
時
間
で
済
み
、

ま
た
検
査
結
果
は
１
カ
月
程
度
で
お
知
ら

せ
で
き
ま
す
。

　

希
望
者
は
下
呂
市
健
康
課
（　

52-

３
９
３
６
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

◆
診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
（
教
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

◆
診
療
日　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

◆
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

５
・
６
月
の
担
当
医

５月
1
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

3
日
（
火
・
祝

）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

4
日
（
水
・
祝

）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

5
日
（
木
・
祝

）
藤
岡　

均
（
藤
岡
医
院
）

8
日
（
日
）
二
村　

克
（
二
村
医
院
）

15
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

22
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

29
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

６月
5
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

12
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

19
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

26
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
５
月
22
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　

せ
ん
。
下
呂
温
泉
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

小
坂

6 月 1 日（水） 湯屋地区公民館
6 月 2 日（木）

小坂保健センター
6 月 3 日（金）
6 月 5 日（日）
6 月 6 日（月）

馬
瀬
6 月 7 日（火） 馬瀬中央公民館
6 月 8 日（水） 馬瀬清流会館

萩
原

6 月 9 日（木）
あさんず会館6月 10日（金）

6月 13日（月）
6月 14日（火） あじさいホール
6月 15日（水） 大ヶ洞公民館
6月 16日（木） 羽根中央公民館
6月 17日（金）

萩原保健センター

6月 19日（日）
6月 20日（月）
6月 21日（火）
6月 22日（水）
6月 23日（木）
6月 24日（金）

下
呂

6月 30日（木） 中原公民館

7 月 1 日（金） 門和佐高齢者
ふれあいセンター

7 月 4 日（月） 上原診療所
7 月 5 日（火）

竹原地区公民館
7 月 6 日（水）
7 月 7 日（木）
7 月 8 日（金）
7月 10日（日）

下呂保健センター

7月 11日（月）
7月 12日（火）
7月 13日（水）
7月 14日（木）
7月 15日（金）
7月 19日（月）

金
山

7月 20日（水） 菅田公民館
7月 21日（木）

下原公民館
7月 22日（金）
7月 24日（日）
7月 25日（月）
7月 26日（火） 東公民館
7月 27日（水） 金山保健センター

平成23年度特定健診の日程
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
災
害
中
心
部
の

拠
点
病
院
で
は
診
療
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

南
飛
騨
地
域
で
は
、
津
波
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
規
模
の
災
害
下
で
は
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
破
壊
が
病
院

機
能
維
持
を
困
難
に
す
る
で
し
ょ
う
。

●
病
院
の
建
物
は　

現
在
の
金
山
病
院
診
療

本
館
は
、
１
９
８
１
年
に
施
行
さ
れ
た
新
耐

震
基
準
以
前
の
建
物
で
、
大
地
震
の
際
に
は

相
当
の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
建
設
中
の

新
病
院
は
免
震
構
造
で
、
地
震
に
は
強
い
設

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
建

物
の
中
に
い
る
人
の
命
を
守
り
診
療
機
器
の

破
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
診
療
継
続
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
病
院
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン　

診
療
に
は
電
気

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
病
院
が
備
え
る
自
家
発

電
装
置
は
、
停
電
時
に
継
続
中
の
診
療
を
無

事
に
終
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後

の
診
療
継
続
の
能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
の

供
給
も
、
人
工
透
析
な
ど
病
院
に
と
っ
て
大

変
重
要
で
す
。
診
療
に
必
要
な
水
を
備
蓄
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
、
停
電
と
と
も
に
水
が

供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
、診
療
は
停
止
し
ま
す
。

地
域
と
同
じ
く
病
院
の
厨
房
の
熱
源
は
、
電

気
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
す
。
温
水
は
重
油
ボ

イ
ラ
ー
が
供
給
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
破
壊

を
免
れ
た
と
し
て
も
、
停
電
と
な
る
と
こ
れ

ら
は
使
え
ま
せ
ん
。

●
重
症
患
者
対
応　

被
災
重
症
患
者
は
、
早

急
に
搬
送
す
る
こ
と
が
救
命
に
つ
な
が
り
ま

●
マ
ン
パ
ワ
ー　

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
も
、
災

害
時
に
病
院
が
無
力
で
あ
る
大
き
な
要
因
で

す
。
平
時
で
も
医
師
・
看
護
師
不
足
は
、
充

実
し
た
地
域
医
療
の
提
供
を
困
難
に
し
て
い

ま
す
。
病
院
で
勤
務
す
る
地
域
在
住
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
増
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
個
々
の
備
え　

緊
急
時
に
お
け
る
地
域
住

民
の
能
力
も
問
わ
れ
ま
す
。
応
急
手
当
、
救

命
処
置
な
ど
は
常
日
頃
の
訓
練
を
怠
る
こ
と

な
く
、
今
回
を
教
訓
と
し
て
い
つ
で
も
行
動

で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。
早
急
な
援
助
は

望
め
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
耐
震

対
策
、
備
蓄
な
ど
個
人
で
も
備
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

院
長　

古
田
智
彦

す
が
、
陸
路
搬
送
は
困
難
で
し
ょ
う
。
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
の
た
め
に
も
、
緊
急

時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
有
効
な
配
置
が
必
要
で

す
。
本
年
よ
り
、
岐
阜
県
と
岐
阜
大
学
が
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
平
時
に

お
い
て
も
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
傷
な
ど
に
対
応

で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

●
必
要
な
薬
剤　

外
来
受
診
者
に
処
方
さ
れ

る
飲
み
薬
は
、
経
営
上
病
院
に
は
備
蓄
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
内
服
薬
の
相
当
期
間
分
は
院

外
薬
局
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
院
中
の

患
者
さ
ん
に
使
用
す
る
薬
剤
に
つ
い
て
は
、

備
蓄
で
き
て
も
一
週
間
程
度
で
し
ょ
う
。
そ

れ
以
上
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
経
費
か
ら
み

て
も
困
難
で
、
備
蓄
に
は
皆
さ
ん
の
病
院
経

営
に
対
す
る
ご
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

大災害と地域病院

　

専
門
医
・
保
健
師
に
よ
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で
で
す
。

　

職
場
や
家
庭
内
な
ど
で
人
間
関
係
で
の

不
安
や
悩
み
が
あ
る
・
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り

不
安
な
気
分
に
な
っ
た
り
す
る
・
ひ
き
こ

も
り
で
悩
ん
で
い
る
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
・
高
齢
者
の
行
動
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る―

こ
ん
な
と
き
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

●
飛
騨
保
健
所
健
康
増
進
課

　

０
５
７
７
‐
33
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

●
５
・
６
月
の
開
催
日　

５
月
30
日
（
月
）
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

６
月
20
日
（
月
）
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー

●
萩
原
・
馬
瀬
地
域（
萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー

／
受
付
時
間
13
時
～
13
時
30
分
）【
５
月

25
日
（
水
）
Ｈ
22
年
１
月
～
４
月
生
ま
れ

対
象
】【
６
月
１
日
（
水
）
Ｈ
22
年
５
月

～
８
月
生
ま
れ
対
象
】【
６
月
９
日
（
木
）

Ｈ
22
年
９
月
～
12
月
生
ま
れ
対
象
】

●
小
坂
地
域
（
小
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
／
受

付
時
間
13
時
30
分
～
14
時
）【
５
月
17
日

（
火
）
Ｈ
22
年
１
月
～
12
月
生
ま
れ
対
象
】

●
下
呂
地
域
（
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー
／
受

付
時
間
13
時
～
13
時
30
分
）【
５
月
12
日

（
木
）
Ｈ
22
年
１
月
～
４
月
生
ま
れ
対
象
】

【
５
月
26
日
（
木
）
Ｈ
22
年
５
月
～
８
月

生
ま
れ
対
象
】【
６
月
２
日
（
木
）
Ｈ
22

年
９
月
～
12
月
生
ま
れ
対
象
】

●
金
山
地
域
（
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー
／
受

付
時
間
13
時
～
13
時
30
分
）【
５
月
10
日

（
火
）
Ｈ
22
年
１
月
～
５
月
生
ま
れ
対
象
】

【
５
月
31
日
（
火
）
Ｈ
22
年
６
月
～
12
月

生
ま
れ
対
象
】

　

ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
こ
の
た

び
安
全
性
に
つ
い
て
心
配
は
な
い
と
さ
れ

た
た
め
、「
下
呂
市
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
緊
急
助
成
事
業
」に
よ
る
、

生
後
６
か
月
以
上
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

を
対
象
と
し
た
助
成
申
請
の
受
付
を
再
開

し
ま
し
た
。
申
請
の
受
付
は
次
の
日
程
で

行
っ
て
い
ま
す
。

●
萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
13
時
～

17
時
）　

●
小
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
（
木
曜

９
時
～
12
時
）　

●
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

（
水
曜
９
時
～
16
時
）　

●
金
山
保
健
セ
ン

タ
ー
（
火
曜
終
日
）

※
右
記
以
外
の
日
を
希
望
の
方
は
各
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
精
神
保
健
相
談
）  

ポ
リ
オ
予
防
接
種
（
５
・
６
月
の
日
程
）  

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
再
開
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◆ラストラン 角野栄子
◆安土城の幽霊 加藤廣
◆宰相の資格 櫻井よしこ
◆戦国武将の肖像画 二木謙一
◆「ゆる人生」のススメ　　三浦勇夫
◆コンビニたそがれ堂 村山早紀
◆六月の輝き 乾ルカ
◆あんでらすの鐘 澤田ふじ子
◆トモスイ 高樹のぶ子
◆夢で逢いましょう 藤田宜永
◆警視庁ＦＣ 今野敏
◆ビジリアン 柴崎友香

◆女子栄養大学のお料理入門 小川久恵
◆悩みも苦しみもメッタ斬り！ 美輪明宏
◆親は知らない　　読売新聞社会部
◆病気が治る免疫相談室  安保徹
◆たてつく二人 三谷幸喜
◆ゴーストハント２ 小野不由美
◆おしまいのデート 瀬尾まいこ
◆四畳半王国見聞録 森見登美彦
◆シアター２ 有川浩
◆脳の王国 茂木健一郎
◆月の街山の街 イ  チョルファン
◆認知症家族を救う対策集　 主婦の友社

新●着●図●書

問合先）　はぎわら図書館 ☎52-4800　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3366　馬瀬図書室 ☎47-2111

5

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

1４日（土）  10:30 ～ 金 山 図 書 館

　　　　  14:30 ～ はぎわら図書館

1７日（火）      11:00 ～ 下 呂 図 書 館

2８日（土）      14:00 ～ 下呂中央児童館

はぎわら　私にもできるエコライフ
 下呂 　 衣・食・住の衣替え
　　　　 かこさとしさんの本
 金山 　日本・世界の子育て　
　　　

５

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます
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馬瀬図書室が
利用しやすくなりました！

　絵本などを公民館ロビーから旧教育室
に移しました。美しい空気・川・絵本も
おすすめです。
他館からの取り寄せもできます。
　開館は、月～金（祝・休み）の９時～
５時です。
　どうぞお気軽にお立ち寄りください。

■小坂の滝めぐり市民ツアー
日　時▷5月21日(土)　午前10時～
場　所▷ひめしゃがの湯集合
参加料▷500円
問合先▷NPO法人 飛騨小坂200滝
　　　　☎62-2215

■不用な衣料（ベビー～ジュニア・
　マタニティ）の交換会
日　時▷5月26日（木）　9時30分～
　　　　11時30分
場　所▷小坂健康ふれあいセンター4階
参加費▷100円

問合先▷スマイリングママクラブ
　　　　☎090-8549-8060（田口）

■親子で作るあねかえし
親子で参加する郷土料理講習会です。
日　時▷5月30日（月）　9時30分～
場　所▷南ひだ健康道場 交流サロン
参加費▷300円
問合先▷Ｓｑｕａｒｅ（スクエア）
　　　　☎080-3152-9089

■看護の日イベント
来院される方を対象に開催します。
日　時▷5月30日（月）　9時～13時
場　所▷下呂温泉病院1階休憩所
　　　（1階売店横）
内　容▷血圧・体脂肪測定・骨密度
測定・血管年齢測定、機械を使った
手洗い体験・ハンドマッサージ

問合先▷下呂温泉病院 看護師友の会
　　　　☎25-2820

■国際助産師の日イベント
妊産婦さん・子育て中のお母さんを
対象に開催します。予約不要
日　時▷5月19日（木）　13時30分～
　　　　15時30分
場　所▷下呂温泉病院 本館6階 会議室
内　容▷①ベビービクス(生後１ヶ月
から歩き始めるまでの赤ちゃん)②
ハンドマッサージ③育児相談　
持ち物▷①バスタオル１枚、赤ちゃ
んの着替え、飲み物　※お母さんは
軽い運動ができる服装でご参加く
ださい。②フェイスタオル１枚
問合先▷下呂温泉病院産婦人科病棟
　　　　☎25-2820
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全国的にも数少ない地区単位のクラブチームで、今年
で創部35年目になります。現在、萩原地域の小学３
年生～６年生まで15人が、県大会出場を目指して飛
騨川公園グラウンドで練習をしています。健康で野球
ができることに感謝し、「投げた！打った！捕った！」
という時の感激と笑顔を大切にして、日々白球を追っ
ています。
 問合先　保護者代表　今村章悟　☎ 090-3385-1376

上呂クラブ

子どもたちが活躍する、市内
のスポーツ団体を紹介します。

このコーナーで紹介する、スポーツ団体を募集しています。掲載を希望される団体は、経営管理部秘書広報課
までご連絡ください。　☎24-2222（内線261）　　　kouhou@city.gero.lg.jp

2012.9.29 ～ 10.9

６頭のモンキードックを育成しました。

そら（メス３歳）
御厩野・河村建樹さん

あん（メス１歳）
金山町大船渡・亀山雅彦さん

ラック（オス３歳）
御厩野・中島徹さん

ジャッキー（オス３歳）
門原・大谷晃章さん

ハル（オス４歳）
馬瀬西村・安田尚平さん

チョコ（オス３歳）
宮地・田尻下春男さん

市ではサルによる農作物被害を防ぐため、サルを追い
払う訓練を受けた「モンキードッグ」の育成を進めて
います。今年度の候補犬を募集しますので、ご希望の
方はお問い合わせください。

申込・問合先　農林部農務課　☎ 52-2000（内線 416）

候補犬の要件   平成 18年５月以降に生まれた中型～大型
　犬。感染症予防措置、不妊去勢措置を受けていること

訓練期間    ６月～３月（基礎訓練・講習会）

応募期限    ５月 31 日（火）




